
2025年度 集中治療超音波画像診断認定制度　新規申請の「実績報告A」の症例数として認めるセミナー一覧（業績期間：2020年4月1日～2025年3月31日）

超音波画像診断認定制度委員会で認可された超音波ハンズオンセミナーの受講者は、実績報告A（症例リスト）提出数を80例から減ずることができる。

なお、認定申請締切日5年以内に開催されたセミナーを対象とする。

＜主催者の方へ＞

集中治療医学会以外の主催セミナーにつきましては、実績報告A症例数としてお認めするにあたり事前のご申請が必要です。下記ご一読いただき、

事務局まで書類ご提出をお願いいたします。

■確認項目の例

　事前学習に「集中治療超音波画像診断テキスト」が使用されていること※推奨

　3時間以上、エコー関連のハンズオンセミナーであること

　全国公募であること

■申請書類

　セミナーの内容がわかるもの（HP、プログラム等）※書式は問いません

■申請締切

　関連学会主催のセミナーは開催1か月前まで

　関連学会以外の主催セミナーは開催3か月前まで

■申請先

　事務局：ultrasound.office@jsicm.org

1. 日本集中治療医学会主催の超音波ハンズオンセミナー

　3時間以上で1回20例、2日間コース（両日ともに３時間以上）で1回40例提出症例を削減できる。（削減数は40例まで）

2-1. 以下の学会または医学教育法人主催の超音波ハンズオンセミナーのうち、超音波画像診断認定制度委員会の審査にて認可されたセミナー

　3時間以上のセミナーで１セミナー10例提出症例を削減できる。 （削減数は20例まで）

 　【日本超音波医学会 、日本救急医学会、日本心エコー図学会、日本心臓血管麻酔学会、ABCD-sonography、日本ポイントオブケア超音波学会 】

2-2. 上記以外の学会等法人主催の超音波ハンズオンセミナーのうち、超音波画像診断認定制度委員会の審査にて認可されたセミナー

　3時間以上のセミナーで１セミナー10例提出症例を削減できる。（削減数は20例まで）

※なお、セミナー出席等で記録症例数を減じても、領域に定める必須症例数はセミナー出席以外で満たすこととする。



2025年1月10日現在

団体名 学会名・セミナー名称 開催年月日 症例数 種別

日本集中治療医学会
サマーキャンプIN NISEKO

エコー（医師コース）

2023年8月25日（金）10：00～17：00

※休憩は1時間
20 ハンズオン

日本集中治療医学会
サマーキャンプIN TATESHINA

エコー（エコーDrコース　basicコース）
2024年7月19日（金）8：40～11：40 20 ハンズオン

日本集中治療医学会
サマーキャンプIN TATESHINA

エコー（エコーDrコース　advanceコース）
2024年7月19日（金）13：30～16：30 20 ハンズオン

1. 日本集中治療医学会主催ハンズオンセミナー

日本集中治療医学会主催のものは、セミナー管理委員会で承認された超音波ハンズオンセミナーが対象で、1回3時間以上で20例提出症例を削減できる。

2日間コース（両日ともに3時間以上）のものは、両日参加で40例提出症例を削減できる。なお、削減数は40症例までとする。



団体名 学会名・セミナー名称 開催年月日 症例数 種別

ABCD-sonography
第41回　Basic LUNG（FLUS: Focused Lung Ultrasound）

with A&Dコース
2024年5月5日（日）9：00～15：15 10 ハンズオン

ABCD-sonography 第41回　Basic FATE（胸壁心エコー描出方法の基礎）コース 2024年5月6日（月）10：00～16：20 10 ハンズオン

団体名 学会名・セミナー名称 開催年月日 症例数 種別

神奈川麻酔科医会 第55回学術集会 集中治療超音波診断ハンズオンセミナー 2024年3月9日（土）14：30～17：30 10 ハンズオン

神奈川麻酔科医会 第56回学術集会 集中治療超音波診断ハンズオンセミナー 2025年3月1日（土）14：00～17：30 10 ハンズオン

2-1. 以下の学会または医学教育法人主催の超音波ハンズオンセミナーのうち、超音波画像診断認定制度委員会の審査にて認可されたセミナー

3時間以上のセミナーで１セミナー10例提出症例を削減できる。 なお、削減数は20例までとする。

対象学会：日本超音波医学会、日本救急医学会、日本心エコー図学会、日本心臓血管麻酔学会、ABCD-sonography、日本ポイントオブケア超音波学会等

2-2. 上記以外の学会等法人主催の超音波ハンズオンセミナーのうち、超音波画像診断認定制度委員会の審査にて認可されたセミナー

3時間以上のセミナーで１セミナー10例提出症例を削減できる。なお、削減数は20例までとする。


